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防災回覧板 ～災害に備えて～

災害が起きたら
災害時には自分の身は自分で守る「自助」と地域で助け合う「共助」が大切です。特に避難をするときには

「共助」が重要となります。どのような行動を地域で行うか事前に確認しておくことで、円滑に避難を行うこ
とができますので、過去にお知らせした内容を踏まえ、取り組み例について改めてお知らせします。

◆災害直後……
大規模災害発生時には、むやみに移動せず、安全を確認した上で、自宅または職場や外出先等に留まる

ようにしてください。安心して自宅等に留まれるよう、あらかじめ家族や地域の方たちと話し合って、複
数の連絡手段の確保に努めましょう。
◆避難所に避難
自宅や職場などが危険な場合は、避難所に避難しましょう。地域の公民館等も避難所として有効です。
地域の方は避難者が速やかに避難できるよう、施設の開錠手順や防災用品の確認を普段からしておきま
しょう。

防災について学んでみませんか？
消防防災課では有事の際に役立つ出前講座をメニューとして揃えています。地域の皆さんで防災につい

て学んでみませんか？
《出前講座メニューの一例》
◆避難所運営ゲーム（Hinanzyo�Unei�Gameの頭文字を取りH

ハ グ
UGとも呼ばれています）

避難所運営をみんなで考えるためのひとつのアプローチとして静岡県が開発したものです。避難者の年
齢や性別、国籍やそれぞれが抱える事情が書かれたカードを、避難所の体育館や教室に見立てた平面図に
どれだけ適切に配置できるか、また避難所で起こる様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験する
ゲームです。
◆�災害図上訓練（Disaster《災害》、Imagination《想像力》、Game《ゲーム》の頭文字を
取りD

ディグ
IGとも呼ばれています）

身近な文房具を使い、地図や見取り図に参加者自身が書き込みをすることで、自分の地域や住まい・職
場に潜む災害の危険性を「見える化」し、こうならないためにはどうすればよいかをみんなで考えるため
のものです。

講座の内容については時間、希望する内容によって変更できますので、消防防災課にお気軽にご相談く
ださい。

①安否確認

※平時からの取り組み
○連絡体制の確認
○支援が必要な方の把握

地域の代表者の方

班長さん
※班があるとき

住民（在宅避難者）住民（避難者）

②地域の避難所（公民館等）の開設・運営

避難（公民館等へ）
の要望

施設の開設
（鍵の開錠）

※平時からの取り組み
○開設の手順や連絡方法の確認
○地域で使える防災用品の確認
〇備蓄品の確認・補充

避難所開設の
情報

� T　消防防災課　　☎ 0475（80）1116
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本
当
に
あ
っ
て
ま
す
か
？
そ
の

猫
の
飼
い
方

猫
は
犬
と
と
も
に
人
の
伴
侶
動
物
と

し
て
長
い
歴
史
を
も
つ
動
物
で
す
が
、

そ
の
飼
い
方
は
時
代
と
共
に
大
き
く
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
時
代
に
合
わ
せ

た
飼
い
方
を
心
が
け
、
人
と
猫
が
共
生

で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

猫
の
外
飼
い
は
鳴
き
声
や
糞
尿
被
害

に
よ
る
御
近
所
ト
ラ
ブ
ル
や
交
通
事
故

に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
く
、
最
近
で
は

『
完
全
屋
内
飼
養
』が
一
般
的
な
猫
の
飼

い
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。
上
下
運
動
の

で
き
る
キ
ャ
ッ
ト
タ
ワ
ー
や
爪
と
ぎ

専
用
の
場
所
を

用
意
す
る
こ
と

で
、
屋
内
で
も

猫
の
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
つ
つ

上
手
に
飼
っ
て

あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
野
良
猫
へ
の
無
責
任
な
餌
や
り
は
や

め
ま
し
ょ
う

か
わ
い
そ
う
な
野
良
猫
が
い
れ
ば
餌

を
あ
げ
た
く
な
る
気
持
ち
は
否
定
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
周
囲
環

境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
い
餌
や
り

は
、
猫
自
体
の
増
加
や
鳴
き
声
・
糞
尿

被
害
に
よ
る
御
近
所
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な

が
り
ま
す
。
餌
を
与
え
る
場
合
は
最
低

限
の
マ
ナ
ー
と
し
て
猫
に
不
妊
去
勢
手

術
を
受
け
さ
せ
る
、餌
を
放
置
し
な
い
、

糞
を
見
つ
け
た
ら

片
づ
け
る（
猫
用

ト
イ
レ
を
設
置
す

る
）等
の
取
組
を

実
施
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
出

来
る
だ
け
、
安
全

な
屋
内
で
猫
を
飼
育
し
て
も
ら
え
る
新

し
い
飼
い
主
を
探
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ

う猫
は
非
常
に
繁
殖
力
が
強
い
動
物

で
す
。
そ
の
た

め
、
望
ま
な
い

妊
娠
を
未
然
に

防
止
で
き
る
よ

う
に
、
猫
を
飼

う
際
は
不
妊
去

勢
手
術
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
強
く
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
環
境
省
に
よ
る
と
、
繁
殖
制
限
を

行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
１
頭
の
メ
ス
猫

か
ら
始
ま
り
、１
年
後
に
は
20
頭
以
上
、

２
年
後
に
は
80
頭
以
上
ま
で
増
え
る
と

試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

T　
山
武
保
健
所

 

☎
０
４
７
５（
５
４
）０
６
１
１

道
路
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◆
地
域
で
見
守
る
安
全
で
快
適
な
道
路

市
土
木
課
お
よ
び
千
葉
県
山
武
土
木

事
務
所
で
は
、

市
が
管
理
す
る

「
市
道
」ま
た
は

県
が
管
理
す
る

「
一
般
国
道
」お

よ
び「
県
道
」の

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
日
々
行
っ
て
い
ま

す
。道
路
の
へ
こ
み
や
亀
裂
が
な
い
か
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
安
全
設
備
に
支

障
が
な
い
か
を
確
認
し
て
、
必
要
に
応

じ
て
補
修
な
ど
を
行
い
、
交
通
事
故
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
安
全
で
快
適
な
道
路
を

守
る
た
め
に
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
道
路
路
面
や
側
溝
の
異
常

な
ど
の
通
報
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆
樹
木
伐
採
の
お
願
い

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
木
の
張
り
出
し

な
ど
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車
等
の

通
行
に
支
障
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
私
有
地
か
ら
の
道
路
へ
の
枝
の
張

り
出
し
や
倒
木
な
ど
は
、
所
有
者
の
責

任
で
伐
採
や
枝
払
い
す
る
な
ど
早
め
の

処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

も
し
、
枝
の
張
り
出
し
な
ど
が
一
因

と
な
っ
て
交
通
事
故
が
発
生
し
た
場
合

は
、
所
有
者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
心
し

て
道
路
を
利
用
で
き
る
よ
う
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

T　
千
葉
県
山
武
土
木
事
務
所

 

☎
０
４
７
５（
５
４
）１
１
３
２

　
　
土
木
課

 

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
８
３
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違
反
建
築
防
止
週
間

10
月
15
日
㈭
か
ら
21
日
㈬
ま
で
は
、

違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

建
築
基
準
法
で
は
、
建
物
の
安
全
性

を
確
保
し
、
私
た
ち
の
生
命
や
健
康
、

財
産
を
守
る
た
め
、
建
物
の
敷
地
や
構

造
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
を

定
め
て
い
ま
す
。

建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
建
築
基
準

法
な
ど
の
法
令
で
定
め
る
基
準
や
手
続

き
を
守
り
、
適
正
に
工
事
を
進
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
工
事
が
完
了
し
た
と

き
は
、
そ
の
建
物
が
法
令
に
基
づ
き
安

全
な
も
の
で
あ
る
か
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。な
お
、新
築
時
は
適
法
で
も
、

そ
の
後
の
増
築
、
改
修
や
用
途（
使
い

方
）の
変
更
に
よ
り
違
反
に
な
っ
て
し

ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
改
修
な

ど
の
際
に
は
事
前
に
建
築
士
な
ど
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

T　
都
市
整
備
課

 

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
９
１

千
葉
県
山
武
土
木
事
務
所
建
築
宅
地
課

 

☎
０
４
７
５（
５
４
）１
１
３
３

被
災
住
宅
修
繕
支
援
事
業
補
助
金

令
和
元
年
台
風
15
号
、
19
号
、
10
月

25
日
の
大
雨
に
よ
っ

て
住
宅
が
被
災
し
、

自
ら
の
資
力
で
は
修

繕
工
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
に
、

屋
根
や
外
壁
等
の
修
繕
工
事
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
お
り
ま
す

が
、
⓬
月
㉕
日
㈮
を
も
っ
て
受
付
が
締

め
切
り
と
な
り
ま
す
。
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
制
度
を
活
用
し
、
修
繕
工
事
を
お

考
え
の
方（
既
に
修
繕
工
事
が
完
了
し

た
も
の
を
含
む
）は
、
受
付
期
限
ま
で

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
罹
災
証
明
で
半
壊
ま
た
は
一
部
損
壊

の
判
定
を
受
け
た
方

②
被
災
さ
れ
た
住
宅
に
居
住
し
て
い
る

方
で
、
そ
の
住
宅
の
屋
根
や
外
壁
等

の
修
繕
工
事
を
行
う
方

③
対
象
工
事
費
用
が
10
万
円
以
上
で
あ

る
こ
と

④
12
月
25
日
ま
で
に
交
付
申
請
書
を
提

出
す
る
事
が
で
き
る
方

⑤
令
和
３
年
２
月
26
日
ま
で
に
修
繕
工

事
お
よ
び
事
業
者
へ
の
支
払
い
が
完

了
し
、
実
績
報
告
を
提
出
で
き
る
方

補
助
額　
対
象
工
事
費
用
の
20
％（
最

大
50
万
円
）

T　
都
市
整
備
課

 

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
９
１

農業集落排水使用料納期のお知らせＹｏｕＴｕｂｅはじめました

チャンネル名
　山武市公式チャンネル

動画共有サイト YouTube に市の動画を配信
する公式チャンネルを 9月25 日に開設しまし
た。市の魅力や行政情報など、さまざまな動画
を配信していきます。

T　農林水産課　☎0475（80）1212

　　◆農業集落排水使用料の納期

　　　第３期　11月 ２日㈪
　　　第４期　12月28日㈪
　　　第５期　 3月 1日㈪

　使用料の納付には、納め忘れがなく、納付の
手間も省ける口座振替が便利です。取り扱い
金融機関、申し込み方法など詳しくは、農林水
産課までお問い合わせください。

《納付には便利な口座振替をご利用ください》
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出
張
健
康
教
室
の
ご
案
内

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
し
て
い
る
影
響
で
、
自
宅
で

過
ご
す
時
間
が
多
く
な
り
、
運
動
不

足
や
生
活
が
不
規
則
に
な
っ
た
り
、
気

分
の
落
ち
込
み
な
ど
が
起
こ
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
健
康
維
持
や
介
護
予
防
に
取

り
組
む
機
会
と
し
て
、
保
健
師
な
ど
専
門

職
が
地
域
に
お
伺
い
す
る
健
康
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対　
象　
各
地
区
単
位
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ

ブ
、
自
主
グ
ル
ー
プ
、
通
い
・
集
い

の
場
、ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、

ご
友
人
同
士
な
ど
の
集
ま
り
等
、
お

お
む
ね
５
人
以
上
の
団
体（
参
加
人

数
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

場　
所　
地
区
の
公
民
館
等（
要
相
談
）

内　
容　
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
・

栄
養
・
口
腔
・
認
知
症
等
に
つ
い
て

の
講
話
や
運
動

講　
師　
保
健
師
、
理
学
療
法
士
、
健

康
運
動
指
導
士
、
歯
科
衛
生
士
、
栄

養
士
、
看
護
師
等

費　
用　
無
料

S�

・
T　
高
齢
者
福
祉
課

 

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
２

太
巻
寿
司
講
習
会

太
巻
寿
司
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

日　
時　
11
月
10
日
㈫
午
前
10
時
～
午

後
2
時

場　
所　
松
尾
ふ
れ
あ
い
館（
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
）　
調
理
実
習
室

募
集
人
員　
先
着
8
人 

負
担
金　
１
０
０
０
円

用
意
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
マ
ス
ク

主　
催　
ア
グ
リ
さ
ん
む
松
尾
支
部

S�

・
T　
農
林
水
産
課

 

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
１

誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

「
対
話
か
ら
は
じ
ま
る
ひ
き
こ
も
り��

支
援
」講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

内　
容　
対
話
を
通
じ
て
、
ひ
き
こ
も

り
の
方
へ
の
関
わ
り
方
、
支
援
方
法

を
学
ぶ
講
演
会
で
す
。

日　
時　
11
月
19
日
㈭

時　
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
所　
成
東
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

（
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

対
象
者　
山
武
市
お
よ
び
近
隣
に
お
住

ま
い
の
方
、
在
勤
者
で
定
員
50
人
程

度
講　
師　
医
療
法
人
学
而
会
木
村
病
院

　
後
藤
智
行
氏（
精
神
保
健
福
祉
士
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
参

加
人
数
を
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
メ
ー
ル
に
て
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

そ
の
他　
講
演
会
終
了
後
に
個
別
相
談

会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
当
日
受
付

時
に
お
申
し
込
み
下
さ
い（
先
着
２

人
）

※
本
事
業
は
山
武
市
市
民
提
案
型
交
流

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
と
し
て
採

択
を
受
け
た
事
業
で
す
。

S�

・
T　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン
ク

 

☎
０
４
７
５（
７
７
）７
５
３
１

 

F
０
４
７
５（
７
７
）７
５
３
８

　
　
　

m
info@

npo-link.jp

山
武
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
き
ら
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
」

作
品
展
示
会
や
事
業
紹
介
な
ど
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時

①
10
月
21
日
㈬　
午
前
９
時
30
分
～
午

後
4
時
30
分
ま
で

②
22
日
㈭　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分
ま
で

③
23
日
㈮　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分
ま
で

④
24
日
㈯　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３

時
ま
で

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

T　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
４
７
９（
８
６
）６
６
１
６

さ
ん
ぶ
の
森
元
気
館

�

改
修
に
伴
う
休
館
の
お
知
ら
せ

館
内
の
改
修
工
事
の
た
め
、
次
の
日

程
で
休
館
と
な
り
ま
す
。
利
用
者
の
皆

さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

期　
間　
11
月
１
日
㈰
～
令
和
３
年
２

月
末

そ
の
他　
案
内
等
は
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

H https://inform
ation.konam

i 
sportsclub.jp/trust/genki/

菊
花
愛
好
会　
会
員
募
集

山
武
市
菊
花
愛
好
会
で
は
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。経
験
者
は
も
ち
ろ
ん
、

初
心
者
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
の
で
、
仲

間
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
考
え

て
い
る
方
、
一
緒
に
菊
づ
く
り
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
成
東
文
化
会
館（
事
務
局
）

 

☎
０
４
７
５（
８
２
）５
２
２
２

催
し・募
集
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蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
ト
ム
の
パ
ン
教
室

お
う
ち
時
間
を
楽
し
も
う
！
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
に
ミ
イ
ラ
の
ウ
イ
ン
ナ
ー
パ
ン

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　
時　
10
月
25
日
㈰　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

場　

所　

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

定　
員　
８
人

参
加
費　
１
０
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・手
拭
き
タ
オ
ル
・

布
巾
・
持
ち
帰
り
用
容
器
・
マ
ス
ク

申
込
期
限　
10
月
17
日
㈯

◆
絵
手
紙
教
室

手
づ
く
り
の
温
も
り
が
伝
わ
る
絵
手

紙
。
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
！

日　
時　
10
月
27
日
㈫　
午
前
10
時
～

正
午

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階　

会
議
室

定　
員　
６
人

材
料
費　
１
０
０
円

持
ち
物　
雑
巾
・
紙
コ
ッ
プ
等（
筆
洗
い

用
）・
新
聞
紙
２
～
３
枚
・
マ
ス
ク

申
込
期
限　
10
月
17
日
㈯

S�

・
T　
山
武
市
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー

３
階
総
合
受
付

 

☎
０
４
７
５（
８
６
）２
２
０
１

公
民
館
講
座

公
民
館
講
座
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

成
東
中
央
公
民
館
講
座

受
付
期
間　
10
月
2
日
㈮
～
18
日
㈰
※

5
・
12
日
の
休
館
日
を
除
く

参
加
費　
無
料（
材
料
費
・
教
材
費
の

み
負
担
）

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

※
先
着
順
・
定
員
を
超
え
た
場
合
未
経

験
者
優
先

申
込
方
法　
成
東
中
央
公
民
館
の
窓
口

ま
た
は
電
話

◆
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
入
門
講
座

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
最
終
目
的
は
、

実
は
癒
し
、
心
も
潤
う
講
座
で
す
。
一

緒
に
豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
11
月
14
日
㈯　
午
前
10
時
～

正
午

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館

定　
員　
10
人

材
料
費　
１
５
０
０
円

◆
実
用
書
道
教
室

美
し
く
正
し
い
文
字
を
書
く
、
心
静

か
な
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日　
時　
11
月
21
・
28
日
12
月
５
日

 

（
全
３
回
土
曜
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館

定　
員　
10
人

持
ち
物　
筆
ペ
ン

◆
女
性
の
着
物
着
付
け
教
室

自
分
で
着
物
が
着
ら
れ
、
帯
結
び
も

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

日　
時　
11
月
28
日
㈯　
午
後
１
～
４

時
場　
所　
成
東
中
央
公
民
館

定　
員　
10
人

持
ち
物　
着
物
・
襦
袢
・
帯
な
ど
着
付

け
に
必
要
な
も
の
一
式

S�

・
T　
成
東
中
央
公
民
館

 

☎
０
４
７
５（
８
２
）３
６
４
１

　
短
歌
（
成
東
短
歌
会
）

矮
性
の
百
日
草
が
あ
の
庭
に
こ
ち
ら
の
畑
に
花
咲
か
せ
を
り�

今
関　

恵
子

昼
を
過
ぎ
近
く
で
草
を
刈
る
音
の
梅
雨
の
晴
れ
間
に
響
き
て
止
ま
ず�

秋
庭　

幸
子

補
修
待
つ
コ
ン
バ
イ
ン
並
ぶ
農
協
の
機
械
セ
ン
タ
ー
稲
刈
り
近
し�

川
島　
　

隆

診
察
室
を
出
で
た
る
我
に
看
護
士
は
車
椅
子
を
押
し
て
か
け
よ
る�

木
村　

道
子

梅
雨
の
朝
青
田
の
中
に
穂
の
出
で
て
今
年
も
豊
年
の
き
ざ
し
の
見
ゆ
る�

土
屋　

敦
保

ば
ら
の
花
い
ち
は
や
く
散
り
蕾
の
み
あ
ま
た
空
向
く
五
月
の
夏
日�

堤　

恵
美
子

宵
山
に
裸
足
で
ふ
た
り
賀
茂
川
の
水
に
遊
び
し
十
九
の
夏
に�

深
川　

義
弘

声
出
し
て
笑
へ
ば
口
角
見
え
さ
う
な
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
の
使
用
を
惑
ふ�

渡
辺　

幸
子

朝
空
に
黒
き
起
重
機
の
動
く
見
ゆ
さ
な
が
ら
キ
リ
ン
の
動
き
に
も
似
て�

安
井
は
る
か

コ
ロ
ナ
禍
と
猛
暑
を
耐
へ
る
傘
寿
坂
衰
へ
来
た
る
身
を
励
ま
さ
む�

岩
澤　

俊
夫
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　 Child-nurturing    column

私
は
今
日
ま
で
の
教
員
生
活
で
様
々

な
生
徒
・
保
護
者
・
学
校
の
関
係
す
る

様
々
な
人
た
ち
と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

学
校
で
は
生
徒
指
導
の
主
任
と
し
て

の
立
場
で
過
ご
し
た
こ
と
が
、
教
員
生

活
の
二
分
の
一
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
そ

の
中
で
、
大
切
だ
な
と
感
じ
た
事
を
い

く
つ
か
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
事
な
七
つ
の
こ
と

一
つ
目
は
「
現
象
に
は
必
ず
原
因
が

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
こ

と
も
そ
の
状
況
だ
け
を
見
て
判
断
せ

ず
、
子
供
が
心
の
中
に
抱
え
て
い
る
こ

と
を
見
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

二
つ
目
は
「
日
々
ブ
レ
が
な
く
、
同

じ
こ
と
を
繰
り
返
す
」
こ
と
で
す
。
私

は
毎
日
、
生
徒
指
導
の
立
場
も
あ
り
、

早
朝
に
校
内
を
回
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

見
え
て
来
る
子
供
た
ち
の
痕
跡
が
、
生

徒
を
知
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。（
例

え
ば
、
ゴ
ミ
を
見
れ
ば
日
々
の
生
活
が

見
え
て
き
ま
す
。）

三
つ
目
は
「
予
測
す
る
事
を
心
が
け

る
」
こ
と
で
す
。
先
を
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
良
の
未

来
と
最
悪
の
未
来
を
予
測
し
、
必
ず
対

策
を
練
っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
。

四
つ
目
は
「
嫌
な
こ
と
、
面
倒
な
こ

と
こ
そ
先
に
や
れ
」
逃
げ
腰
に
な
り
そ

う
な
こ
と
程
、
早
く
対
応
す
る
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
こ
そ
緊
急
性
が
あ
る
の
で

す
。五

つ
目
に
は
、「
人
の
心
の
弱
さ
を

認
め
、
共
感
す
る
事
を
忘
れ
る
な
」
本

当
に
理
解
が
深
ま
れ
ば
、
奥
底
に
あ
る

心
の
声
に
届
き
ま
す
。

六
つ
目
は
「
緊
張
感
を
忘
れ
る
な
」

ど
ん
な
時
も
楽
観
的
に
な
る
の
で
は
な

く
、
常
に
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
丁
寧

に
時
を
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
最
後
、
七
つ
目
に
は
「
子
供

で
あ
れ
大
人
で
あ
れ
、
人
を
大
切
に
す

る
」
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
相

手
の
立
場
や
状
態
を
考
え
、
ベ
ス
ト
な

関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
で
す
。
決
し
て

自
分
の
考
え
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な

く
一
緒
に
考
え
て
い
く
姿
勢
を
伝
え
る

事
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

い
ろ
い
ろ
と
書
き
ま
し
た
が
、
以
上

の
事
が
十
五
年
強
、
生
徒
指
導
・
不
登

校
指
導
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
中

で
、
私
が
い
つ
も
大
切
に
し
て
き
た
事
で

す
。
こ
れ
は
ご
家
庭
で
の
子
育
て
に
も

通
じ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

子
供
た
ち
に
は
未
来
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
未
来
を
ど
う
し
て
行
く
の
か
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
今
ま
で
経
験

の
な
い
大
き
な
社
会
変
革
が
必
要
で
あ

り
、
ど
ん
な
未
来
を
子
供
た
ち
に
残
せ

る
の
か
、
ど
ん
な
実
践
的
取
り
組
み
を

し
て
ゆ
く
べ
き
な
の
か
、
今
考
え
る
と

き
に
他
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
で
退
職
を
迎
え
る
私
で
す
が
、

前
述
し
た
事
に
加
え
て
、
人
と
人
と
の

関
わ
り
こ
そ
が
全
て
の
根
底
に
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
長
短
に
関
わ
ら
ず
何
ら

か
の
こ
と
で
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
に
支
え
て

い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
、
何
と
か
職
を

ま
っ
と
う
で
き
た
の
で
は
と
心
底
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
子
供

た
ち
の
未
来
の
た
め
に
皆
さ
ん
と
共
に

力
に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
心
を
開
く
上
手
な「
聞
き

方
」・親
の
気
持
ち
が
伝
わ
る「
話
し
方
」

を
学
ぶ
講
座
で
す
。

◆
期
日
・
場
所

　
①
10
月
22
日
㈭　
蓮
沼
小
学
校

 

（
申
込
期
限
10
月
16
日
㈮
）

　
②
10 

月
30
日
㈮　
さ
ん
ぶ
の
森
中
央

会
館 （
申
込
期
限
10
月
26
日
㈪
）

◆
講
演
時
間　
各
回
と
も
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分（
講
座
の
内
容
は
、

①
・
②
い
ず
れ
も
同
じ
内
容
で
す
。

参
加
費　
無
料

そ
の
他　
詳
し
く
は
広
報
さ
ん
む
９
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

S�

・
T　
生
涯
学
習
課

 

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
５
６

子
育
て
相
談
受
付
中

　

子
育
て
の
悩
み
や
お
子
さ
ん
の

心
配
事
、
気
に
な
る
こ
と
の
相
談
を

お
受
け
い
た
し
ま
す
。

　
☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
５
６

　
月
・
火
・
木
・
金
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
（
祝
日
は
除
く
）

シリーズ
NO.49

子
育
て
コ
ラ
ム

児
童
・
生
徒
と
の
関
わ
り
の
な
か
で

山
武
西
小
学
校
　
校
長

戸
村
　
恒
夫

親
業
講
座
の
お
知
ら
せ


